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お金・もの

農業機械の
維持が不安！

持続可能な活動に向けた課題
支援作業には、機械が必要です。修理や新たな機械購入ができなければ、活動の継続
は困難となります。メンバーの高齢化により、機械に頼ることも多くなりました。

協同労働で有償の活動をしていますが、地域の困りごとに寄り添い、低料金の設定を維
持しています。今は、会員の協力で、自前の機械を提供し合って、経費を抑えています
が、不安な状況が続いています。

地域団体によっては、毎年、補助金がつく活動がありますが、我々の活動には、そのよう
な補助金(助成金)はありません。

ひ と

「農」の相談、
体験受入れの
連携体制が
整っていない！

構成メンバーは、平均年齢70歳以上であり、若い人の力が必要です。地域の中で探したり、

活動を知っていただく機会をつくったりしています。

市の協同労働担当にも継続的な協力をお願いしています(例:学生のアルバイト等の提案)。

「農」に関心を持つ人が、気軽に相談できる窓口、具体的な情報提供やマッチングを行う

体制が整っていません。市、JA、地域団体をはじめ関係機関との連携が不可欠です。

地域の農業状況は、アグリアシストともが一番把握しています。

今後、伴学区LMOにおいて、協同労働団体として役割を担えればと思っています。

しかし、「協同労働」について知る住民が未だ少なく、私たちの取組み方に、ご理解をいただけて

いないと感じます。

市も、協同労働団体の実態を把握いただき、よりいっそう周知、広報にご尽力いただきたい。

周 知

協同労働を
知らない！

2



今後、取り組もうと考えていること

地域まるごとで、「農」のあるライフスタイルを提案するまちづくり
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安佐南区
農林課

アグリ
アシスト
とも

JA広島市
伴支店
「ふれあい
委員会」

伴・大塚の
農業最適化
推進委員

伴・大塚の
農業委員

JA広島市
伴支店

伴学区LMO

●農業関係団体等との連携による
農業の持続、環境保全の取組み
（農業関連の困りごと支援、
実態把握）

●伴学区LMOの構成団体として
地域の「農」で交流機会づくり

（学生、親子参加など）

●地域資源（耕作放棄地・遊休地・自然環境等）
を、地域で活用し、新たな農を地域で支える
仕組みづくり

●「農」を知る・体験する機会の提供
プランター・庭・畑で楽しむ

「野菜づくりカフェ」の継続開催
（R6・R７年度で、登録会員１００名を目標）

➡より専門的な機会、実践は、
JAや市が実施する研修へつなげる。

農への入り口を大きく開いて、
「農」を楽しむことで、
未来の担い手を育む。



広島市、JA、地域諸団体等と連携し、
住民が、気軽に地域の農を知り、関わることができる機会や、相談窓口の拠点、
どの段階からでも「農」のあるライフスタイルができる仕組みづくりを。

農地を
地域に
つなごう

農の応援団！

農作業に参加できないけ

れど、必要なモノ・お金・土

地などで活動をバックアップ

ちょっとだけ農の人！

収穫等農業体験

庭やプランターで野菜づくり

援農（お手伝い）

チャレンジ農の人！

一定の区画を借りて、

自分で栽培に挑戦

もっと農の人！
栽培の基礎や経営を学び

ながら、販売に挑戦

どの段階からでも
「農」のあるライフスタイル

ができる

戸山地域、久地地域など、
隣接する中山間地域エリア

とも連携

非農家世帯が多く、大学、商業、工業エリアのある西風新都。
地域の特色を活かし、農のあるライフスタイルを提案する地域に。

消費者・生産者の区別ではなく、みんなで耕し、食す。 「農」を楽しむ暮らしを提案
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R6(2024)年 「第1回 野菜づくりカフェ（2月21日開催）」

▲
日本農業新聞
2024年(令和6年)
3月5日(火) 掲載

▲ 令和6年 野菜づくりカフェ登録のちらし

第1回テーマ：これからの土づくり
講師：大畦裕之さん

（広島市農業委員会
事務局長）

協力：JA広島市伴支店

カフェ終了後、
会場にいらした方々
と講師を囲んで
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R6(2024)年 「第1回 野菜づくりカフェ（2月21日開催）」

▲JA広島市伴支店 岩井支店長 ▲JA広島市伴支店 吉田営農指導員 ▲アグリアシストとも 西本代表

▲講師 大畦裕之さん
（広島市農業委員会事務局長）

▲野菜づくりカフェの様子 ▲苺ファーム「べりふる」（安佐南区吉山）
のいちごを試食。



［協同労働］
すまいるワーク

［協同労働］
GO郷まつむね

［協同労働］アグリアシストとも農園

アムケット沼田(直売所)

野菜市場（木曜）

畑サロン
(毘沙門台)

日本サポートアットホーム㈱

老健しんあい
日比野病院特別養護老人ホーム

和楽荘

郊外住宅団地

広島市戸山・伴・大塚地域
包括支援センター

［協同労働］
久地集まろう会

おいでようおきり（農業）

戸山（阿戸、吉山）エリア

［協同労働］
ピースガーデン

久地エリア

アグリアシストとも

西本ファーム

湯来

［協同労働］
助協皆（直売所等）

太平電業株式会社
「西風新都バイオマス発電所」
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火山館(沼田合同庁舎)

カフェサロン
（月2回程度金曜）

ＪＡ伴支店
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現在の取組み お困りごとや農業持続の支援、環境整備

参考



活動を伝える 研修、活動紹介等への協力（～2022年抜粋）

対応日時 取材、研修・視察、講師依頼対応

2020年1月30日 静岡県協同組合間提携推進協議会視察研修会

2020年2月17日 NPO法人ワーカーズコープ視察

2020年9月10日 JA愛知中央会オンライン会議活動報告

2020年12月5日 西風新都マガジン取材

2020年12月18日 日本協同組合連携機構（JCA）報告書対応

2021年2月8日 公明新聞取材

2021年3月24日 NHK取材

2021年3月24日 愛知の協同組合間協同相談会研究会

2021年4月9日 NHK取材

2021年4月20日 ちゅぴコム取材

2021年4月28日 中國新聞取材

2021年4月28日 労協センター事業団山陰開発本部 労働者協同組合法成立記念学習会 活動報告登壇

2021年5月13日 月刊 潮 取材

2021年5月15日 労働者協同組合法キックオフ集会 in 徳島 実行委員会 活動報告登壇

2021年10月20日 京丹後市久美浜二区振興会研修会

2022年11月26日 特別養護老人ホーム和楽荘 ケアマネ会議活動紹介

2022年2月25日 森城ハウストライ 協同労働活動紹介

2022年4月27日 立憲民主党本部・議員団視察

2022年4月14日 広島市農業委員会取材

2022年4月26日 家の光協会取材

2022年5月27日 日本協同組合連携機構（JCA）取材

「農業」、「まちづくり」、
「協同労働」等のテーマで、取材や研
修会等への協力を行っている。

広島県外からの訪問にも応じている。

※ 広島市や広島市「協同労働」プラットフォーム主催の学習会での登壇等の協力も行う。

9

参考



■議員団視察研修（福岡・石川・名古屋・静岡県内の市議含む）

■特別養護老人ホーム和楽荘 ケアマネ研修会■TV取材対応

活動を伝える 研修、活動紹介等の様子

■TV取材対応
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活動を伝える 設立当時の様子

全国農業新聞2019年6月７日
朝刊掲載
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中国新聞2019年3月11日朝刊
掲載「おくはたホタル公園清掃」

活動を伝える 設立当時の様子
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